青森県の防雪柵の改良に関する予備調査 by 宮川 孝 et al.
青森県の防雪柵の改良に関する予備調査
宮 川   孝*・張   正 生キ・
Feasibility Study of Sno、v Fences in
Aoコnori Prefecture
Takashiヽ/11YAKAWAキlVIasao CHoキ半
Abstract
Aomori Prefecture is one of the、、アeJ kno、vn heavy snoMrfall area in Japan, and in some
specific districts of the prefecture severe sno、、'd i t is of fr quent occurance annually、vhich affect
the transportation and living of people  At present,sno郡アfenc s are most commonly used in
tramc tO keep the visibility in snoMrdrift and to prevent the accumulation of sno、v on road  l
is noticed that the sno、v fence  available in this prefecture are rnostly designed and manufactur‐
ed outside the prefecture, such as Hokkaido or Kanto  lt is questionable to use those snO、、
fences developed in other area unquahliedly in these districts because the physical prOperties of
sno、アdepend on geological and meteorOgical conditions  This report consists of(1)a revieM/
of rneteorogical statistics for the snowfa■s,particularly for sno、、drifts i ッ生om ri prefecture,(2)
the feasibility study of adoptability of snOttr fences developed in other districts, and (3)the
estabhshment of design criterian for the snoM/fence都′h chⅥ〆ould be rnost appropriate to AOmori
prefecture
1.結 論
青森県は東北諸県の中でも降雪の多い地域で
あり,特に吹雪,地吹雪現象による路面上の堆
雪に対する防雪作業, 自動車運転者の視程障害
など,冬季の道路輸送上での問題点を多く抱え
ている。これについての対策として現在では,吹
雪の/夕頁度が多い地域の道路沿いには防雪オb子とる
設置する方法が一般化されている。
今回の研究調査では,(1)主として青森県お
よび, 北海道道央地区 における吹雪防雪柵設
置の現地調査,(2)吹雪防雪概に関する研究を
行っている研究所や機関における吹雪および口火
雪防雪概についての研究成果の資料収集と,(3)
既開発の防雪概とその構造,防雪機能に関する
調査と資料収集を行ない,今後の防雪概改良に
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資することとした。
調査の結果,降雪の多い青森県で吹雪気象に
関する資料が意外と未完備であると共に,吹雪
に関する基礎的ならびに防雪柵の研究,たとえ
ば現地実験,あるいは実験室内での風洞による
モデル実験のいずれを問わず,工学的視野から
見て基礎的にも応用的にも研究すべき余地がか
なり残されていることが知見された。
2.目   的
本調査は“防雪概の改良に関する研究"とし
て,①現在市販使用されている防雪柵の設置状
況を主に青森県と北海道道央地区などについて
実地調査を行なうこと,②積雪,防雪に関する
研究機関での吹雪および防雪柵についての研究
の現況と関連資料の収集を行なうこと,③現在
使用されている防雪概についての防雪機能の検
討を行ない,これら一連の調査結果に基づいて,
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